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8 月 13 日（日） 

じかん…10：30～ 

ばしょ…１かいまどぎわスペース 

おはなし会は、何歳からでも、どなたでも 

ご参加いただけます。 

参加費や申込は必要ありません。 

どうぞお気軽にご参加ください♪ 

おはなし会は 

毎月
まいつき

第
だい

2日曜日
にちようび

です！ 

企画展
きかくてん かい

展示室
てんじしつ

） 

期間
き か ん

：7/21（金）～8/27（日） 

※詳細
しょうさい

はポスター・チラシをご覧
らん

ください。 

8月
がつ

の企画
き か く

 

3 階展示室で開催中の企画展「アフリカマイマイ

のはなし」にちなみ、かたつむりに関する本や絵本

をご紹介！ぜひ展示とあわせてご覧ください♬ 

8月 6日・9日の原爆の日、8月 15日の終戦

の日に関する資料を、1945（昭和 20）年当時

のカレンダーと共にご紹介。 

7月に引き続き、読書感想文・感想画の指定・

課題図書、夏休みの宿題のヒントになる図書を

紹介中！ 

特別
とくべつ

整理
せ い り

期間
き か ん

（蔵書
ぞうしょ

点検
てんけん

）の 

おしらせ 

9月 13日（水）～9月 27日（水）の期間中、図書館

は特別整理期間（蔵書点検）のため、休館となります。 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

さまざまな離島の本をご紹介🌟この夏ぜひ離島

に出かけてみては？ 

かたつむりの本（1階） 

島を知ろう！島に行こう！みつけよう！ 

島の魅力！ 

原爆の日・終戦の日（2階） 

指定・課題図書、宿題おたすけ（1階） 

蔵書点検ってなに？ 

図書館にある資料（蔵書）が、きちんとそろっているか、壊れたりしていないかなど、一冊ずつ点検し

ます。大がかりな作業になるため、職員全員で取り組みます。期間中は、1階歴史展示室や学習室等も

ご利用できません。大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

なお、上記期間中にご利用の資料は、次回開館後、もしくは返却ポストへご返却ください。 

 



開館カレンダー :閉館日  
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9月 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29  30  

続・館長ブログ「吉の浦だより」も 
ぜひご覧ください♪    →→→ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 タイトル 著者名 分類 

一般 ハンチバック   第 169回芥川賞受賞 市川 沙央／著 913.6 イ 

一般 極楽征夷大将軍  第 169回直木賞受賞 垣根 涼介／著 913.6 カ 

一般 木挽町のあだ討ち 第 169回直木賞受賞 永井 紗耶子／著 913.6 ナ 

児童 スカイブック アンナ・クレイボーン／文 J 440 ク 

児童 世界の探知犬図鑑 「探知犬図鑑」編集委員会／編 J 645 セ 

児童 
北村薫と有栖川有栖の名作ミステリー 

きっかけ大図鑑 ①～③ 
北村 薫／監修 J 902 キ 

郷土 野生動物のロードキル 柳川 久／監修 K480ヤ 

郷土 琉球列島のフクギ並木 陳 碧霞／著 K650チ 

郷土 来年の今ごろは 新城 和博／著 K914シ 

月刊 Newsがわかる 2023/7月号 

・日本の島 

・プラごみ削減 待ったなし 

・未来の仕事図鑑 

・オジさんの話を聞いて！ 

・落語で英語 

☆：おはなし会 

新着図書 
 

おすすめ雑誌 

司書おすすめの本を紹介します！ 

一般・児童・郷土の

当館 3 階で企画展「アフリカマイマイの話」を開催しています（8 月 27 日まで）。アフリカマイマイ

（以下、マイマイ）が、何故いつ頃沖縄に来たのか、食べられるのか、寄生虫の危険性などについて紹介

する展示です。夏休みに入り子どもたちが来てくれていますが、会場で話をしていて彼らに共通の誤解

があることに気付きました。 

その一「毒がある」：「だから触っちゃいけないんだよね」と続きます。触らない方が良いというのは、

ある意味正しいですが、その理由は「毒」ではなく「ヒトにうつる寄生虫（広東住血線虫）がいる可能性

があるから」です。また、広東住血線虫は、他のカタツムリ・ナメクジ類、カエル、川エビ、カニなどに

もいることがありますので、これらにも同程度気を付ける必要があります。 

その二「殻は脱着できる」：会場でマイマイを料理した時の写真をコマ送りで提示しています。茹でら

れて殻から身を大きく出しているのを見て「どうして殻を捨てて逃げ出さないの？」と考えるのは自然

な事ですね。殻にはマイマイの内臓を包んでいる膜がピッタリ貼り付いていて、生きているときは引っ

張ってもとれません。茹で上がるとツルっと外れてしまうので、熱で膜の物理的性質が変わるのだと思

います。 

その三「日本では食べない」：そうでも無いようです。インドネシアなどマイマイの養殖をしている国

から、日本は缶詰や冷凍肉を輸入しています。会場では、日本向けのマイマイ缶詰を展示しています。 

 

館長通信 VOL.31 「アフリカマイマイに関する誤解」    


